
第１部

幼児期の教育・保育と小学校教育の特徴第２章
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１ 幼児期の教育・保育と小学校教育の違い 

幼児期の教育・保育と小学校の教育では、発達の段階の違いだけでなく、教育課程等の
違いもあります。まずは相互を理解することが必要です。 

 
   幼児期の教育・保育と小学校教育との間には、このように教育課程や指導方法の相

違点がある一方で、５歳児から小学校低学年までの発達の特性において、共通点もあ

ります。円滑な接続を図るためには、共通点を相違点と調和させることが重要です。

この時期の発達の特性として共通することは、「対象との直接的・具体的な関わりを通

して学ぶ」ということです。直接的・具体的な対象との関わりとは、「人との関わり」

と「ものとの関わり」です。 
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２ 接続期に育てたい三つの力  

平成２２年１１月に「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」

（幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議）が出され

ました。本報告では、「児童期の教育をはじめとした義務教育は、生涯にわたって自ら学ぶ態

度を培う上で重要なものであるが、それらは児童期から突然始まるのではなく、幼児期との

連続性・一貫性のある教育の中で成立するものである。」とし、「幼児期の教育（特に幼児期

の終わり）と児童期の教育の目標を『学びの基礎力の育成』という一つのつながりとして捉

えることとする。」としています。 

また、「学びの基礎力の育成を図るため、幼児期（特に幼児期の終わり）から児童期（低学

年）にかけての教育においては、『三つの自立』（学びの自立、生活上の自立、精神的な自立）

を養うことが必要である。」としています。学びの基礎力の育成のため、養うべき「三つの自

立」は次のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、「幼児期（特に幼児期の終わり）における学びの基礎力の育成において重要である

のは、幼児が人やものに興味をもち、関わる中で様々なことに気付くとともに、それらを深

め、広げていく過程の中で、自己発揮と自己抑制を調整する力を育むことであり、それらを

通じて、個人として、また社会の構成員としての自立への基礎を養うことである。」と示して

います。 

 そこで、本接続期カリキュラムでは、幼児期の育ちと学びの芽生えの上に小学校以降の教

育があるという報告書の趣旨を踏まえ、「三つの自立」につながる育成すべき力を、「三つの

力」として、以下のように設定しました。 

 

 

 

 

 

 この「三つの力」は、小学校以降の教育で育む「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」

につながるものであり、幼児期の教育から小学校教育までをつなぎ、貫く力となります。 

三つの自立 

◎学びの自立 

◎生活上の自立 

  生活上必要な習慣や技能を身に付けて、身近な人々、社会及び自然と適切に関

わり、自らよりよい生活を創り出していくこと。 

◎精神的な自立 

  自分のよさや可能性に気付き、意欲や自信をもつことによって、現在及び将来

における自分自身の在り方に夢や希望をもち、前向きに生活していくこと。 

三つの力 

「学びの自立」につながる  → 自ら学ぶ力 

「精神的な自立」につながる → 人と関わる力  

「生活上の自立」につながる → 生活する力 

  自分にとって興味・関心があり、価値があると感じられる活動を自ら進んで行

うとともに、人の話などをよく聞いて、それを参考にして自分の考えを深め、自

分の思いや考えなどを適切な方法で表現すること。 
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３ 幼児期の教育・保育の特徴  

○環境を通して行う教育 

 幼児期の教育・保育では、保育者が教育内容に基づいた計画的な環境を作り出し、幼児期

の教育・保育における見方・考え方を十分に生かしながら、その環境に関わって幼児が主体

性を十分に発揮して展開する生活を通して、望ましい方向に向かって幼児の発達を促すよう

にすること、すなわち「環境を通して行う教育」が基本となっています。 

環境を通して行う教育は、幼児との生活を大切にした教育・保育です。幼児が、教職員と

共に生活する中で、ものや人などの様々な環境と出会い、それらとのふさわしい関わり方を

身に付けていくこと、すなわち、教職員の支えを得ながら文化を獲得し、自己の可能性を開

いていくことを大切にしていきます。 

 

 

 

 

 

 

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

 平成２９年公示の「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」、「幼稚園教育要領」及び「保

育所保育指針」において、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が示されました。これは、

「幼稚園教育要領」等の第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して資質・能力

が育まれている幼児の幼稚園等修了時の具体的な姿であり、幼稚園等の教職員が指導を行う

際に考慮するものとして、例えば幼稚園教育要領においては、次のように示されています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教職員との信頼関係に支えられ、自分の存在が受け入れられているという安心感をもつ

ことで、自立的な生活が確立されていきます。 

・興味や関心から発した活動は幼児に充実感や満足感を与えます。 

・友達と十分に関わって展開する生活を通して、幼児は自律性を身に付けます。 

（１） 健康な心と体 

 幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働

かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

（２） 自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自 

覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げること 

で達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

（３） 協同性 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考

えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

（４） 道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振 

り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。

また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けな

がら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。 

（５）社会生活との関わり 

    家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、 

人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを

感じ、地域に親しみをもつようになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる中で、

遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え合ったり、

活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共の施設を

大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。 
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この「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、各園等で、幼児期にふさわしい遊びや

生活を積み重ねることにより、「幼児期の教育に育みたい資質・能力」が育まれている幼児の

具体的な姿であり、特に５歳児後半に見られるようになる姿ですが、次のことに留意する必

要があります。 

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、到達すべき目標ではなく、個別に取り出され

て指導されるものではないこと。 

○一人一人の発達の特性に応じて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が育っていくもの

であり、全ての幼児に同じように見られるものではないこと。 

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、５歳児に突然見られるようになるものではな

いため、５歳児だけでなく、３歳児、４歳児の時期から、幼児が発達していく方向を意識し

て、それぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねていくこと。 

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、各園等の教師等が適切に関わることで、特に

園生活の中で見られるようになる幼児の姿であること。 

幼稚園教育要領解説（平成３０年２月文部科学省）

（６） 思考力の芽生え 

（７） 自然との関わり・生命尊重 

（８） 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

     遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文

字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚を

もつようになる。 

（９） 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現

を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞

いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

（１０）豊かな感性と表現 

    心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方な

どに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を

楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

                                   幼稚園教育要領（平成２９年３月文部科学省）

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いた

りし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。

また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判

断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分の

考えをよりよいものにするようになる。 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心を

もって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への

愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の

不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしていたわり、

大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

－9－



○遊びの中で育っている力 

自立心 

自然との関

わり・生命

尊重 

社会生活と

の関わり 

協同性 

道徳性・規

範意識の芽

生え 

健康な心と

体 

・様々な活動に興味をもち、自分から積極的

に関わろうとする。 

  ・身近な物や用具を楽しみながら工夫して使

う。 

  ・相手の話に興味をもって聞いたり、自分の

思いや考えを相手に話したりする。 

  ・文字や数に興味をもち、絵本を読んだり、

数を数えたり、書いたりする。 

  ・生活の中で心を動かしたことを、描いたり
作ったりして表現する。 

幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿 
三つの力 

・よいことと悪いことの区別が分かり、考え

て行動する。 

・自分からあいさつしたり、ありがとう・ご

めんなさいを素直に言ったりする。 

・楽しく活動するためのきまりを理解し、守

ろうとする。 

・色々な友達と積極的に関わり、話し合った

り折り合いを付けたりして活動する。 

  ・自分のことは自分で行い、できない時は助

けを借りて自分でやろうとする。 

 ・ 「早寝早起き朝ごはん」の生活リズムが身

に付いている。 

・衣服の着脱、食事、排泄、身の回りの整頓

などを自分で行う。 

・運動遊びを工夫して楽しみ、新しいことに

も挑戦する。 

・係や当番の仕事、様々な人との関わりの中

で、自分が役立つ喜びを感じる。 

 ・公共の施設などで、皆の物であることが分

かって大切に利用する。 

 ・身近な動植物の世話を楽しみ、命を大切に
する。 

遊びや生活の中で育っている力 

具体的な姿の例 

思考力の芽

生え 

言葉による

伝え合い 

数量・図形、

標識や文字な

どへの関心・

感覚 

豊かな感性

と表現 
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４ 小学校教育の特徴  

○小学校の一日の流れ（例） 
８：００ 

登校 

８：３０～ 

８：４０ 

朝の会 

８：４０～ 

９：２５ 

１時間目 

９：３５～ 

１０：２０ 

２時間目 

１０：２０～

１０：４０ 

業間休み 

１０：４０～

１１：２５ 

３時間目 

１１：３５～

１２：２０ 

４時間目 

１２：２０～

１３：００ 

給食 

１３：００～

１３：３０ 

昼休み 

１３：３０～

１３：４５ 

掃除 

１３：５５～

１４：４０ 

５時間目 

１４：４０～

１５：００ 

帰りの会 

１５：００～ 

下校 

登校してすぐに外で遊ぶ
児童もいます。 

 

業間休みや昼休みには、戸外で友達と遊びます。
上級生と一緒に遊ぶこともあります。遊びながら集
団のルールを学んだり、他者への思いやりの心が養
われたりします。 

午前中は４時間、午後は
１～２時間の授業に取り
組みます。 

給食当番を決めて児童が配膳します。 
学級活動の時間には栄養について学ぶ 
機会もあります。 

自分たちの教室等、いつも使用する場所を 
ほうきやぞうきん等の道具を使ってきれいに 
します。 

任された仕事に時間いっぱい取り組みます。 

この時間には 
・今日の振り返り 
・明日の予定の確認 
・係からの連絡 
・帰りの歌 等をします。 

教師からの今日一日の評価を聞き、明日の学校生活への意欲をもてる
ようにします。 

同じ方面の友達と下校をします。保護者の方や地域の方に見守って
いただき、安全に下校ができます。学校の集会等では、全校児童で交
通ルールや不審者対応について学ぶ機会もあります。 

この時間には 
・あいさつ 
・朝の歌 
・健康観察 
・今日のめあて確認 等をします。 

児童が自分たちで進めます。 
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○小学校での教育活動の流れ 
 
 

 
 
 
 

単元計画を考える        ※単元：学習活動の一連の「まとまり」のこと 
 ・単元の目標 

・学習の時数 
 ・使用する教材や題材 
 ・付けたい力と評価規準       一単位時間（４５分授業）を考える 
                    ・本時の目標 
                    ・学習の課題 
                    ・学習過程の組み立て 
                    ・本時の評価規準 

一単位時間の流れ 

導入 

展開 

終末 

 

 本 時 何 を ど の
ように学ぶのか
はっきりさせる
時間 

学習指導要領に
応じて付けたい力
を具体的に描く。 

学 習 し た こ と
をまとめたり振
り返ったりする
時間

個の実態に応じ
て、個別に指導・援
助する。 

ねらいの達成に
向けて、組織的に話
し合わせたり、活動
を展開させたりす
る。 

ねらいが達成で
きたかどうか個別
に評価する。 

　みんなで考
えたり表現し
たりする時間  

 自分で考えた
り表現したりす
る時間 

全員が「できた」・「分かった」と感じる授業づくりを目指します 
 ・教科書を使用し、教室や特別教室、運動場などで学習します。 
 ・各教科、特別の教科である道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動

の年間指導計画に基づき、ねらいの達成に向けた授業を展開します。 
 ・評価規準を明らかにした評価を行います。 
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